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　北海道立総合研究機構水産研究本部は次の機関をもって構成されており，北海道水産試験場研究報告は，
これらの機関における研究業績を登載したものです。

　In addition, the Fisheries Research Department of the Hokkaido Research Organization will now comprise the 
following seven local Fisheries Research Institutes. The study achievements of these institutes will be published in 
the “Scientific reports of Hokkaido Fisheries Research Institutes”.
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2018年に根室海峡で急増したニシン（Clupea pallasii）
を構成する 3 集団

堀井貴司，清水洋平，川崎琢真，山口浩志

根室海峡の野付半島以北沿岸で，1959年以降ほとんど
漁獲されていなかったニシンが2018年に急増した。これ
らニシンがどの集団に属するのかを解明するために，根
室海峡に面する羅臼町，標津町，別海町で採集したニシ
ンのmtDNA調節領域410塩基の塩基配列，脊椎骨数の特
徴，卵巣の成熟状態を解析した結果，別海町で採集した
ニシンは道東湖沼性集団，標津町は石狩湾系集団，羅臼
町は北海道サハリン系集団に属すると考えられた。ただ
し，標津町で採集したニシンは石狩湾系集団には属する
が，漁獲量の変動傾向が石狩湾とは一致しないことから，
現在，石狩湾で漁獲されている石狩湾系群とは異なる系
群であると推定された。

A626　北水試研報　105，1－8（2024）

ナガコンブSaccharina longissimaの品質と加工特性に
及ぼす凍結の影響

奈須亮耶，秋野雅樹，加藤慎二，小玉裕幸，武田浩郁

近年，北海道のコンブ生産量は低下しており，その要
因はコンブ乾燥品の製造労力が大きいこと，漁業者の減
少や高齢化であると考えられている。我々はナガコンブ
を乾燥せず凍結品としての流通を想定し，凍結品の品質
を従来の乾燥品を水戻しした物と比較した結果，凍結品
は解凍歩留りと加熱後の破断強度が低く，マンニトール
と灰分を多く含んでいた。また，凍結品と乾燥品から昆
布巻きを製造し両者を官能試験によって比較した結果，
凍結品は識別され，外観，味，香りの嗜好性は同等であ
り，食感は柔らかかった。以上より，凍結品は乾燥品よ
りも多くの栄養成分を保持し，凍結品を原料とした加工
品は食感の柔らかさが特徴であることが明らかとなった。

A627　北水試研報　105，9－14（2024）

日本海北部海域における表層水平循環の流動特性

西田芳則，伊藤　雅，森本昭彦，広瀬直毅

衛星海面高度計データ及び調査船観測資料を用いて，
日本海北部海域における表層水平循環の流動特性につい
て調べた。循環を構成する主な流れは傾圧地衡流で，基
本的には対馬海峡を通過する流量の季節変化を反映する。
また，海峡通過流量が増加（減少）する春～秋（冬）季
には北（南）向きの順圧流が発生するため循環はさらに
強（弱）化される。このため，表層水平循環の強弱は夏
季に最大で冬季に最小となる。ただし，冬季には風応力
により傾圧地衡流速が増加するため，海峡通過流量の減
少分ほど循環は弱くはならない。それ故，このことが海
峡を通過する流量収支と日本海北部で見積もられた傾圧
地衡流量とが一致しない理由と考えられた。

A628　北水試研報　105，17－27（2024）

道西日本海における対馬暖流の流量分布の季節および経
年変化

中多章文，田中伊織

道西日本海の対馬暖流の傾圧流量は長期平均でおよそ
1.0 Svであり，2000年頃を境に平均流量は0.2 Sv減少し
ている。月別にみると減少したのは6，8，12月の流量で
季節変動が不明瞭になっていた。また，流量分布から暖
流の流路を調べ，岩内湾沖合に安定した北上流があるこ
とと，岩内湾の沿岸域にも分岐する流れがあることが分
かった。流量が減少したここ10年間の平均水温を長期平
均と比較すると沿岸の暖流域中層で広く負偏差となって
おり，流量減少にともなう熱輸送量の減少が示唆された。

A629　北水試研報　105，29－36（2024）
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北海道東部太平洋で発生した赤潮がえりも以西海域に移
流する短期的なリスク評価（短報）

品田晃良，黒田　寛

十勝沿岸での赤潮発生時に，噴火湾，胆振および日高
海域まで短期間に赤潮が移流するリスクを北海道高解像
度モデルによる粒子追跡実験で季節的に評価した。2003

～2021年の1～12月に15日間の実験を行い，各海域の移
流割合を月毎に集計した。1～4月は低水温のため赤潮は
発生しないと考えた。5～12月は噴火湾海域の移流割合
はほとんど無く移流のリスクは低いと判断した。胆振海
域と日高海域では5～9月に移流割合が高くなる傾向にあ
り，移流のリスクが高いと評価した。特に日高海域では
6月に移流割合がピークを示し移流のリスクが最も高い
と考えられた。

A630　北水試研報　105，37－41（2024）
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